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葉面の成分イメージング： 凹凸のある葉面の圧搾サンプリング

■ 測定手順

ツツジの葉面全体を、Poropare上で圧搾してサンプリング
した。転写後のPoropareは追加処理せず、質量分析イメー
ジングを実施した。

■ アプローチ

葉の代謝物を葉面内で分析する場合、葉そのものが薄いため
薄切サンプリングは難しく、葉をそのまま導入しても葉面の 
凹凸などの影響から実施できるサンプルは限られる。

■ 測定の課題

•葉の代謝物を葉面全体で可視化
•凹凸のある葉面も質量分析イメージングが可能
•圧搾による分布の乱れも懸念されたが、Poropareの吸水性
により局在を維持したイメージングが得られた。

Poropareの活用結果 二糖 多

少10 mm

その他の成分

葉面を圧搾

そのまま装置へ!
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